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いま、北海道の重要な自然保護問題となっているものに、 日高横断道路がある。 この道

路は、 日本最大の原始的自然環境を誇る日高山脈襟裳国定公園のど真ん中を貫通す る道路

で、1980年 代に着工された。以来10数 年を経過 し、当初の予定では完成 して もよい時期を

迎えているが、現地の険しい地形に阻まれ、まだ進捗率は半ばに達 していない。

この道路は計画当初から、そもそもなぜここに道路が必要なのかの疑問があり、 日高山

脈の貴重な自然環境を傷っける道路は無用と、自然保護団体をはじめ多 くの道民が反対 し

た。 しかし当時の行政当局から無視され、ほとんど論議らしい論議 もな く、着工されて し

まった。

ここで改めて 「道路の目的」を検証 してみると、日高山脈一帯は、「とくに道路密度が低

い」から道路をっ くるというものである。『北海道道路史 行政 ・計画編』(北 海道道路史

調査会、1990)に は、「道路密度は、土地利用、産業構造、人口等の相違により、道路密度

に差が出てくるのは当然であると思われるが、国土の骨格を形成する主要な幹線道路は、

ある広さの国土面積に対 しては、土地利用が高度であると否 とにかかわ らず、 ある一定量

は最低配備 される性格のものであり、国土面積に比例 して必要 となるものである」 と明記

されている。

これが 「開発の世紀」といわれた20世紀の道路計画思想である。っまり日高横断道路は

特別な必要性があって計画されたものではなく、道路の空白地帯だから道路をっ くろうと

いうものである。

しか し 「環境の世紀」といわれる21世紀を迎えたいま、日本ではいままで顧み られるこ

とのなかった 「道路がない地域の価値」が、もっと見直されなくてはならない。 アメリカ

では20世紀の初頭から 「ウィルダネス」(原始地域)と いう思想が起こり、1960年 代に原始

地域法(原 生自然法)が 成立 し、西部の国立公園や国有林を中心 として、広大な原始地域

が設定されている。 ここは 「無車道地域」であり、「道路がないことに価値がある」とされ

ている。日本の 「道路密度論」 とは正反対の思想である。日本にも1970年 代に 「原生自然

環境保全地域」 という無車道地域の制度はできたが、現実には機能 していない。

日高山脈は、日本を代表する無車道地域となり得る資質と可能性を秘めている。 日高山

脈の自然を傷つけないでそっくり 「北海道の自然遺産」としてほしい、 という声 も大 きく

なりつつある。日高横断道路は、 まだ日高山脈の稜線を貫通する 「静中 トンネル」 に達 し

ていない。いまからでも遅 くない。21世 紀の北海道にとって、日高山脈の自然はいかにあ

るべきか、日高横断道路は本当に必要なのか、といった論議が、行政 だけでな く幅広い住

民意向も踏まえながら、まき起こることを期待 したい。
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